
令和元年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【  京都府  】  

学校名【 京都府立城陽高等学校  】 

１実践テーマ 【 Ⅲ Ⅴ 】  

２実施対象者 全校生徒 （９２３名） 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（       ） 

② 行事名（オリンピック・パラリンピック推進事業） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４目 標  

（ねらい） 

・パラリンピック大会や、パラ陸上競技についての興味関心を高め

つつ、障がいを持ちながらもアスリートとして活動する人から勇気

をもらう。 

・目標を設定し、継続して努力することの大切さを学び、自己の夢

や進路決定に生かす。 

５取組内容 （１）講演会  10 月１６日 ６時間目 

  ① 演題 挑戦することの大切さ 

②  講師  森 卓也 氏 

  医療法人養和会 養和病院所属 

  砲丸投げ・円盤投げ 日本記録保持者 

  2018 アジアパラ競技大会  陸上競技日本代表 

砲丸投げ５位入賞 

③ 内容 

ア 生い立ち 

イ パラ陸上競技との出会い 

ウ 東京パラリンピック出場を目指して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）実技交流  10 月 16 日 放課後 

   陸上競技部生徒との交流 座位投擲競技の実演や生徒体験 

６主な成果 

 

講演は好評で、生徒の聴講態度を見ていても、顔を上げて話を聞

いている生徒が多かった。また、講演後の質問も積極的に手を挙げ

る生徒がいた。障がい者問題について学ぶ人権学習の導入ともなっ

た。 

 実技交流は、陸上部員のみという少人数となったが、部員全員が

森氏の講話や実演に吸い込まれていき、森氏の競技に対するひたむ

きな姿から精神面や技術面において多くのことを学び取った。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

講師の要望により、講演主体というよりも質疑応答をメインで行

った。 

 

８主な課題等 実技交流について全校生徒にみてもらうことができなかった。 

９来年度以降の

実施予定 

未定 

 

 


